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図 1 単相複合 PWM 電圧形インバータ 
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図 2 各部の波形 
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所属： 建築・設備工学科 

職名： 准教授 

所属学会・協会： 電気学会，電気設備学会 

研究分野 

半導体電力変換、太陽光発電システムに関する研究 

キーワード

パワーエレクトロニクス、電気機器

研究概要 

単相および三相複合 PWM 電圧形インバータは双方向コンバータである特長を活かし太陽光発電システムと

して構築した場合の特性を明らかにする。 

研究シーズ、テーマの内容 

単相および三相複合 PWM 電圧形インバータに関する研究 

単相複合 PWM 電圧形インバータは、従来の単相 PWM 電圧形インバータに補

助アームを付加することで、複合PWMが可能となる。直流側にLC直列共振回路

を適用することで、系統の 2 倍周波数での電圧の脈動、ひいては電流の脈動を

抑制することができる。さらに、平滑コンデンサの容量を低減することができる。 

太陽光発電システムに適用する場合、直流安定化のために二次電池を併用

する。そのことで日中は太陽光発電システムとして動作し、夜間は系統より二次電

池を充電する回路となり、停電時は二次電池を電源とするインバータとして動作

できる双方向コンバータとしての動作が可能となった。 

現在、IGBT の代わりに SiC を適用することで、システムの小型・軽量化を目指

している。 

また、三相複合 PWM 電圧形イ

ンバータにおいても、SiC を適用

し、各種検討を行っている。

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

Katsuhiko Harada, Sakutaro Nonaka, “Application of Electric Double Layer Capacitor to Single-Phase 

Composite PWM Voltage Source Inverter”, IEEJ Trans. IA, Vol.126, No.7, pp.821-826, 2006-7. 

Sergelen Byambaa, Katsuhiko Harada, Renchindorj Chuluunbaatar, Nyam Jargalsaikhan, “Research on PWM 

control with single phase inverter used SiC MOSFET transistor”, The 13th International Forum on Strategic 

Technology (IFOST 2018), No. SP-20, 2018-05. 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ 

パワーアカデミー研究助成 

（東大、芝浦工大、関西大と共同研究） 

産油国石油精製技術等対策事業費補助金事業 

（Khalifa University of Science and Technology） 

JICA の工学系高等教育支援事業 

（モンゴル科学技術大学と共同研究）

半導体電力変換回路を中心に研究を行っていま

すが、電力工学、電子工学についても共同研究を行

ってきており、幅広いネットワークを通して課題の解

決ができると思います。 

提供可能な設備機器（名称・型番「メーカー名」） 

なし 
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所属学会・協会： 日本建築学会，建築史学会

研究分野

・建築史学（歴史的建造物）

・博物館学

・建築 DX

キーワード

歴史的建造物、町並み調査、リノベーション、地域再生、建築 DX、博物館学、ASURA

研究概要

歴史的建造物や町並みにおける建物調査、文献調査、地域運営システムの考案と実践、将来を見据えた

包括的な再生やブランディングの研究と活動をおこなっています。また、建築 DX について活動をおこなって

います。 

研究シーズ、テーマの内容

建築史学とは建築の歴史を紐解き、歴史的な謎に挑み、当時の人々の考え、背景などと合わせて明快に

説明し、建築の歴史のみならず、地域社会の文化の正しい理解や未来に役立てる学問で、研究では歴史的

な町並み調査や建物調査をおこなっています。また、古い空き家を活用するアイディアやリノベーションを提

案していく活動も合わせて行っています。こうした調査成果の公開には、DX の活用など、新たなわかりやす

い表現手段を常に模索しています。一見すると相反するような、歴史と最新技術の境界領域が私のフィール

ドとなっています。

久留米城本丸の復元 地域施設のリノベーション

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1.「大内宿の民家と集落」下郷町教育委員会，2018.

2.建築・設備工学科 プロジェクト「ASURA」設立および監督，2018～. 

3.久留米城本丸の復元，2021～2022.

4.「筑後川の駅しばかり」リノベーション事業 , 2022～. 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

(技術応用分野) 

・歴史的建造物調査／復原 

・町並み調査／見直し調査 

・博物館運営

・建物リノベーション 

・3D-CAD 

建築 DX への活動には力を入れています。多くのア

プリケーションを用い、学生との共同作業、アイディ

ア提案には一定の成果があります。社会や地域にお

いて具体的かつ実践的な活動を行っていきたいと考

えております。

提供可能な設備機器（名称・詳細） 

研究室の設備として、formZ、BIM（Archicad）、などがあります。 

1．formZ （アルティマグラフィックス 8.5Pro） 

2．ArchiCAD （グラフィソフト）




